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「本山寺山森林づくりの会」活動報告(8/16) 

文：武田､写真：山國 

日 時：2020(令和 2)年 8月 16日(日)  9:30～15:30  

気 象：晴 

活動エリア：４５林班に-01､本山寺可笑院 

活動内容：枯損木除伐､常緑広葉樹除伐､ロープ掛け実習安全研修 

参加者：斧田一陽､小櫃徹夫､黒山泰弘､薦田佳一､武田壽夫､中村賢三､宮本 廣､ 

福西勇之助､山田真也､山 國                              会員 10名 

 

＜年に一度の『安全研修』＞                                                                    

  何と言っても会員は森林作業の素人集団で基本動作も忘れがち。その復習･徹底は怠れない。実技研修

を作業小屋周辺とし､午後の座学は本山寺さんの｢可笑院｣を使わせて貰う。勉強のご褒美は弁当替わりの

高槻名物『ロマン』の巻寿司､お土産に缶ビール。コロナ禍止まぬ現状から､窓は開放､室内での『飲』は

自粛。 

  今日は大文字の送り火､コロナ止まぬ今年の篝火は如意ｹ岳の右大文字に五つ､ほかの四山は各一つが

点された。送り火は魂送り､後世に心を繋ぐこと､我々も森林づくりの心を繋ぎたい。 

 

＜今日の成果＞   

  午前の実技演習は三班に分かれ､一班は作業小屋前の二本の枯損木(マツ)の伐倒に取り組む。 

チェーンソーを使いロープ掛けで伐倒方向の制御を試みる。しかし､枯損木で中々思うようには倒れて呉

れず､予想以上の難作業。他の二班は､作業小屋への進入路南斜面の過密広葉樹除伐とロープワークの実

技演習。昼食は鐘楼前で済ませ､午後は座学｢ロープの使用と取り扱い(薦田講師｣､｢伐倒時の注意事項(斧

田講師｣。資料は｢チェーンソー作業の安全ナビ｣抜粋などを使用。 

 

＜写真編①＞ 

【活動地要図－緑の斜線部で活動】 

 

【実習の趣旨説明】 
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＜写真編②＞ 

【枯損木除伐(ロープ展張中)】 

 

【枝掛りして倒れない】 

 

【急斜面での除伐―足元･手元要注意】 

 

【講義中(ロープの使い方】 

 

【講義中(伐倒時の注意事項)】 

 

付録【今年の右大文字：Yahooより】 

 

【ロマンの巻寿司】 

 

 


